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日 時 :2003年 1月 20日(月)～22日(水)









"A Skul of7古L'IhazdL'70from theearliest
EoceneofChina'
OMaungMaung(MandaleyUniv.,Myanmar)
"Stratigraphy and geologic-age or the





faunaltransition during the middle/late
EoceneinEastASia"
OJ/J.Jaeger(Univ.ofMonpelier,France)





from northwestern Africa and t.heir
































































Miocene and late Miocene of Kerlya:












































(Mammalia; Artiodactyla) from the
PondaungFormation,Myanmar"
OA.Koizumi.
































































































日時 :平成 15年 3月 14日 (木),15日 (金)
場所 :京都大学霊長類研究所1階大会議室
-85-
03ノ月14日 (木)
社会生態
下岡ゆき子 :京都大学霊長類研究所
｢クモザルの遊動行動-チンパンジーとの比較｣
座馬耕一郎 :京都大学理学研究科
｢チンパンジTの毛づくろい相手による除去的行
動の差異｣
古市剛史 :明治学院大学
｢ボノボの生態は何を語るか :研究の現状と展望｣
橋本千絵 :京都大学霊長類研究所
｢カリンズ森林のエコツーリズム計画の進行状況
について｣
山極好一 :京都大学大学院理学研究科
｢類人猿の比較から人間性について何がわかるか｣
形態古生物
相見満 :京都大学霊長類研究所
｢ニホンザルの出産季の変異｣
茂原信生,高井正成,江木直子,鍔本武久:京都大学霊
長類研究所
｢系統発生分野の5カ年の研究 (その2)｣
菊池-#弘 ･.佐賀医科大学 解剖学講座
｢チンパンジー,ヒト,マカクにおける骨内部特性
値の比較｣
中坊i'l人 :京都大学大学院理学研究科 動物学教室
r人頬の誕生 :化石研究の展望｣
茶谷煎 :京都大学霊長類研究所
｢草原生活は二足歩行を促進したのか-パタスモン
キーの二足立位行動の走塁的研究｣
坊田梯 :京都大学霊長類研究所
｢ホミノイドを中心とする形態学･古霊長類学的研
究のトピックス｣
03月15日 (金)
脳富客知科学
林誠治:京都大学霊長類研究所
｢大型類人猿の前部帯状回におけるスピンドル細
胞について｣
田中正之 :京都大学霊長類研究所
｢チンパンジー発達研究-の新たな試み-3組のチ
ンパンジー母子の発達研究プロジェクトー ｣
打越万喜子 :京都大学霊長類研究所
｢アジルテナガザルの行動発達一最初の4年間-｣
加藤啓一郎 :京都大学霊長類研究所
｢報酬及び嫌悪刺激の予期に関わるサル前部帯状
回の神経細胞活動｣
三上章允 :京都大学霊長類研究所
｢MRIによる類人猿の脳研究｣
分子遺伝学
田代靖子 :京都大学霊長類研究所
｢フィール ドサンプルの遺伝子解析の問題点一解
決法はあるか-｣
景山節 :京都大学霊長類研究所
｢霊長類におけるペプシノゲン遺伝子の分子進化｣
井上一村山美穂 :岐阜大学農学部
｢霊長類の神経伝達関連遺伝子の多様性｣
清水慶子 :京都大学霊長類研究所
｢尿中ホルモン動態から見た類人猿の繁殖特性｣
岡輝樹 :森林総合研究所 東北支所
生物多様性研究グループ
◆｢大規模火災後に見られたテナガザル家族群なわ
ぼりの崩壊と再成立の過程｣
Heui･SooKim1andOsamuTakenaka2
｢MolecularPhylogenyandEvolutionof
RetroviralElementsinPrimatesJ
IDivisionofBiologicalScienceS,Colege
ofNaturalScienceS,PuSanNational
_ University,Pusan609･735,Korea,
2DepartmentofCelularandMolecular
Biology,PrimateResearchInstitute
(文責 :三上孝允)
ー86-
＼′･､
